
優良な取組事例等

現状・課題 解決策 結果

ユニットリーダーに年間事業計画、予算

の作成・執行権限を委任、ユニットの運

営権限のほとんどを委任

自立的なユニットの運営ができるようになり、

入所者の希望に寄り添ったケアができるように

なった。また、職員のモチベーションが高まり、

ユニット全体が活性化し、職員が責任をもって、

主体的に動くようになった。

現状では、入所者一人ひとりの希

望に寄り添ったケアを行うことが難

しい。
２

５Ｓ活動（整理、整頓、清掃、清潔、し

つけ）の実施と定期的な点検

間接業務のマニュアル化

５Ｓの徹底により、過剰な在庫を抑制し、探

すムダ、取りに行くムダをなくすことができた。

また、全体的な作業時間も削減された。

５Ｓの徹底と間接業務のマニュアル化で、ベ

テラン職員と新人職員の間で、作業時間の個人

差が最大２０％から１０％にまで減少した。

ベテラン職員と新人職員の間で、

様々な「ムダ」が多い。また、ベテ

ラン職員と新人職員の間で作業時間

に大きな差がある。ムダの徹底的排

除と間接業務の短縮を図り、ケアの

質の向上を図りたい。

１

利用者宅に手順書を備え付け、ヘルパー

がサービス提供時に気づいたこと、利用

者から希望があったことなどを、随時手

順書に追記

利用者の最新の状況が記載された手順書に

従って、ヘルパーが適切なサービスを提供でき

るようになった。また、トラブルや苦情の防止

にも役立っている。

サ責が作成した手順書に利用者の

最新の状況が記載されていないため、

適切なサービスを提供することが十

分にできていない。

３



現状・課題 解決策 結果

５

前方に小型脚立を置き、その上にクッ

ションをあてがい、脚立に体を預ける方

法に変更

前傾姿勢のため腹圧がかかりやすくなり、排便

しやすくなった。また、前方への転倒防止にもな

り、体位が難しい入所者にとって、前方への転倒

防止になった。なお、脚立に体を預けることにな

るが、クッションがあるため、体の痛みはない。
脚立に体を預ける形になるが、クッションがあることで体重をかけて

現在の排せつ時の介護方法は、利

用者にとっても職員にとっても、身

体的負担が大きい。

尿量の少ない入所者には布パンツと尿取りパッ

トのみにしたところ、入所者は快適になった。ま

た、施設にとっては、経費削減につながった。

排尿量のアセスメントを実施し、尿量に

応じて布パンツや紙おむつを使用
６

４

「（配薬）業務に専念させてください」

と書かれた黄色いゼッケンをかけて、配

薬に集中

薬の渡し間違い、服薬の未確認がなくなり、事

故が発生しにくくなった。また、利用者の健康状

態の管理が向上した。

薬の渡し間違いが起きたり、服薬

を確認していなかったりすることが

あり、事故につながる危険がある。

どの入所者にもテープ式の紙おむ

つを使用しており、利用者の状態に

応じたケアの提供になっていない。



現状・結果 解決策 結果

施設隣接の民家の住民に、地域防災協力

員として協力を要請、避難訓練への参加

緊急時の連絡網への近隣住民の登録

近隣住民との協力体制が確立し、入所者の安

全・安心が向上した。また、近隣住民との交流

が深まった。

近隣住民との協力体制ができてお

らず、夜間等の緊急時・非常時に迅

速に対応できる体制がない。

７

危険予知トレーニングの実施

現実感を持たせるため、イラストではな

く、施設内の実際の写真を使用

写真に付箋紙に貼り付ける方法で実施

集まった付箋紙をカテゴリー化し、カテゴ

リーごとに、どうしたらよいか考えていくこと

で、異なる意見から学んだり、思わぬ発想から

アイディアが生まれたり、気づきの視点が生ま

れ、工夫し合うようになっている。

職員には事故防止についていろい

ろ考えてほしいが、講義型の研修で

職員が受身になっている。

８


